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工事監理業務委託特記仕様書

第１ 業務概要

１ 業務名称

元ゆめきゃりあセンター改修工事監理業務委託

２ 対象施設の概要

本業務の対象となる施設（以下「対象施設」という。）の概要は次のとおりとする。

(1) 対象施設名称 元ゆめきゃりあセンター

(2) 敷地の場所 三原市館町二丁目

(3) 施設用途 歴史民俗資料館、放課後児童クラブ、事務所

(4) 予定工事費 340,000 千円

(5) 延べ面積 1,689.55 ㎡

３ 履行期間

契約締結日の翌日から令和７年３月 19 日までを履行期間とする。

※ このうち検査期間として 10 日間を見込んでいる。

４ 対象工事の概要

本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）の概要は、次のとおりとする。

第２ 業務仕様

１ 工事監理業務の内容

受注者の指名する委託監督員は、発注者により作成された対象工事の工事請負契約書、図面及び

工事名称 工事概要 予定時期

・元ゆめきゃりあセンター改修工事

（建築主体工事）
建築主体工事

令和６年５月～

令和７年３月

・元ゆめきゃりあセンター改修工事

（電気設備工事）

電灯動力設備、構内情報通信網設備、監視

カメラ設備、火災報知設備、構内配電線路

、構内通信線路等

・元ゆめきゃりあセンター改修工事

（機械設備工事）

空気調和設備、換気設備、給排水衛生設備

、都市ガス設備等

・元ゆめきゃりあセンター改修工事

（外構工事）
外構工事
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仕様書（以下「設計図書等」という。）に示された設計内容を実現させ、かつ、実施工事内訳明細書、

工程計画表及び工事の施工を設計図書などに合致させるため、次の業務を行うものとする。

(1) 工事監理業務

・建築士法第二条８項に規定する「工事監理」を実施するものとする。

・委託監督員は、業務区分（別表１）に従い、監督員と分担するものとする。

・業務の分担に関して調整を必要とする場合は、発注者及び受注者が協議する。

(2) 設計監理業務

・設計の基本に影響を及ぼさない程度において設計変更の必要が生じた場合、当該設計変更に

要する設計図書、工事費積算書などは受注者が作成すること。なお、変更申請等に必要な手

数料は受注者の負担とする。

(3) 建築基準法等の関係法令に関する業務

・建築基準法に規定する完了検査申請を行い、完了検査を受け検査済証を受けること。ま

た、仮使用申請等及び法令に基づくその他の手続きが必要となった場合、これらに係る

申請を行うこと。なお、申請等に必要な手数料は受注者の負担とする。

２ 総括担当及び委託監督員の資格

受注者は、業務にあたって監理体制を確立し、総括担当及び委託監督員の所掌内容を定め、発注

者より書面による承認を得るものとする。総括担当及び委託監督員の資格については、次のとおり

とする。

(1) 総括担当

対象工事全般について、その設計意図を掌握し、工事監理及び設計監理について相当の経験

及び能力を有する者で、表１の条件を満たす者とする。

(2) 委託監督員

対象工事の設計内容に精通し、工事監理及び設計監理について相当の経験及び能力を有する

者で、表１の条件を満たす者とする。

表１

３ 工事監理業務の積算方法について

・工事監理体制による算定方法とし、技術者の出面は次の表のとおりとする。ただし、構造及び

設備工事の出面は加算額であり、総括兼管理技術者においてもこれらの監理を見込んでいる。

また、数量（出面）は原則として、工事現場内で行う立会、工場検査（検査旅費を含む）及び

工事書類（図面含む）の精査、確認及び承認等の業務を見込んでいる。

区 分 実務経験(別表２）

(1)総括担当

（総括兼管理技術者）
技師（Ａ）以上

(2)委託監督員

建築意匠担当 技師（Ｃ）以上

建築構造担当 技師（Ｃ）以上

電気設備担当 技師（Ｃ）以上

機械設備担当 技師（Ｃ）以上
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４ 監理業務に関する図書

(1) 工事の契約に関する書類

ア. 設計図書など（現場説明書、質疑回答書を含む）

イ. 全体予定工程表

(2) 工事施工状況に関する書類

ア. 実施工程表

イ. 工事打合簿・工事指示票

ウ. 工事進捗状況報告書

エ. 設計変更内訳書

オ. 各種試験成績書

カ. 工事記録写真

キ. 施工計画書・施工図

ク. 材料・色等の検討

ケ. その他必要な図書など

５ 提出書類

(1) 着手時

ア. 監理業務着手届

イ. 委託監督員指名届、経歴書及び監理業務組織表

ウ. 監理業務内訳明細書

エ. その他監督員の指示する図書など

(2) 部分払時

ア. 既済部分確認申請書

イ. その他監督員の指示する図書など

(3) 業務履行完了時

ア. 監理業務日誌

イ. 施工監理状況写真

ウ. 予定工程計画表及び実施工程計画表

エ. 工事打合簿

オ. その他監督員の指示する図書など

区 分 技術者のレベル 数量（出面・全工程）

工事監理業務

総括兼管理技術者 技師（Ａ）以上 2 人・日

建築意匠・構造・外構 技師（Ｃ）以上 8 人・日

電気設備・機械設備 技師（Ｃ）以上 14 人・日

合 計 24 人・日
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６ その他

(1) 本仕様書について、疑義が生じた場合又は明記なきものについては、発注者及び受注者が協議

する。

(2) 対象施設建設に係る各工事施工者及び関連工事間の施工手順及び工程等の調整については受

注者が行い、各工事を円滑に進行させること。

(3) 工事に必要となる法令手続き等については受注者が行うものとする。なお、申請等に必要な手

数料は受注者の負担とする。

(4) 業務のうち、「各工事検査、各工場検査」 には、位置出し、地業、配筋検査、生コンクリート

受入検査、鋼製建具工場検査、鉄骨工場検査、型枠、屋根防水確認、外壁タイル、植栽確認、各

種備品確認、設備配管確認、空調機器工場検査、電気配線確認、受変電設備工場検査、非常用発

電機工場検査、消防用設備確認、照明設備確認等のうち該当するものを含む。

(5) 配筋検査、杭工事については工事施工者による自主検査（全数検査）を行ったうえ、監理者に

よる全数検査を実施すること。（該当工事がある場合に限る。）
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（別表１）

工事監理業務処理基準１

凡例 ◎：決裁権を持つ分担 ○：分担

処理区分

業 務

業務受注者 三原市 分担 備考

立

会

指

示

検

討

提

案

確

認

承

諾

検

査

報

告

立

会

指

示

同

意

確

認

承

諾

検

査

受
注
者

三
原
市

工
事
契
約
に
関
す
る
協
力

見積書の調査 ◎

工事費見積りの

ための説明会
◎

請負契約条件に

ついての助言
◎

請負契約案の作

成
◎

施工者の選定に

ついての助言
◎

その他

詳
細
図
の
作
成

材料・仕様・色等

の検討
○ ○ ○ ○ ○ ◎

設計図書の補足

（不一致）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

その他

施
工
図
等
の
検
査

・
承
諾

工程計画表 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

現場代理人・主任

技術者等指名届

及び経歴書

○ ◎

施工管理組織表 ○ ○ ○ ◎

下請負人名簿 ○ ○ ○ ◎

主要資材購入先

名簿
○ ○ ○ ◎

期間別工事工程

報告書
○ ○ ○ ◎

工事進捗状況報

告書
○ ○ ○ ○ ◎

各工事施工計画

書
○ ○ ○ ○ ◎ ○

各工事施工図 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

質疑回答 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

工事材料搬入・検

査報告書
○ ○ ○ ◎ ○

各種試験成績書 ○ ○ ○ ◎ ○
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（別表１）

工事監理業務処理基準２

凡例 ◎：決裁権を持つ分担 ○：分担

処理区分

業 務

業務受注者 三原市 分担 備考

立

会

指

示

検

討

提

案

確

認

承

諾

検

査

報

告

立

会

指

示

同

意

確

認

承

諾

検

査

受
注
者

三
原
市

施
工
図
等
の
検
査

・
承
諾

機能及び性能試

験成績書
○ ○ ○ ◎ ○

各種保証書
○ ○ ○ ◎ ○

工事写真
○ ○ ○ ○ ◎ ○

完成写真
○ ○ ○ ○ ○ ◎

竣工図
○ ○ ○ ◎ ○

その他
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

工
事
の
指
導

全体工事施工工

程の調整
○ ○ ○ ◎ ○

各工事間の調整
○ ○ ○ ◎ ○

工事現場監理
○ ○ ○ ◎ ○

工事監理日誌
○ ○ ◎ ○

工事打合簿・指示

票等
○ ○ ○ ○

○
○ ◎

品質管理
○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

使用資材機器の

確認
○ ○ ○ ◎ ○

材料の検査
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

各工事検査
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

各工場検査
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

緊急処理
○ ○ ○ ○ ○ ◎

予備検査
○ ○ ○ ◎ ○

完成検査
○ ○ ○ ○ ◎

手直し検査
○ ○ ○ ○ ◎

その他
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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（別表１）

工事監理業務処理基準３

凡例 ◎：決裁権を持つ分担 ○：分担

処理区分

業 務

業務受注者 三原市 分担 備考

立

会

指

示

検

討

提

案

確

認

承

諾

検

査

報

告

立

会

指

示

同

意

確

認

承

諾

検

査

受
注
者

三
原
市

変
更
工
事
の
処
理

設計変更書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

工事の変更・中

止等
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

中
間
及
び
最
終
支
払
い
の
確
認

出来高検査 ○ ○ ○ ○ ◎

中間検査出来

高払いの資料

作成

○ ○ ○ ○ ○ ◎

中間・完成支払

いの義務
◎

その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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（別表２）

技術者のレベル

主任技術者 先例が少なく、特殊な工法や解析を伴う極めて高度あるいは専門的な業務を指導統

括する能力を有する技術者。工学以外に社会、経済、環境等の多方面な分野にも精

通し、総合的な判断力により業務を指導、統括する能力を有する技術者。

工学や解析手法の新規開発業務を指導、統括する能力を有する技術者。

一級建築士の資格を取得した後１８年以上、二級建築士の資格を取得した後２３年

以上又は大学、高専卒業後２３年以上若しくは、高校卒業後２５年以上の実務経験

を有する者。

理事・技師長 複数の非定型業務を統括し、極めて高度で複合的な業務のプロジェクトマネージャ

ーを務める技術者。一級建築士の資格を取得した後１８年以上、二級建築士の資格

を取得した後２３年以上又は大学、高専卒業後２３年以上若しくは、高校卒業後２

５年以上の実務経験を有する者。

主任技師 定型業務に精通し部下を指導して複数の業務を担当する。また、非定型業務を指導

し最重要部分を担当する。一級建築士の資格を取得した後１３年以上、二級建築士

の資格を取得した後１８年以上又は大学、高専卒業後１８年以上若しくは、高校卒

業後２０年以上の実務経験を有する者。

技師（Ａ） 一般的な定型業務に精通するとともに高度な定型業務を複数担当する。また、上司

の指導のもとに非定型的な業務を担当する。一級建築士の資格を取得した後８年以

上、二級建築士の資格を取得した後１３年以上又は大学、高専卒業後１３年以上若

しくは、高校卒業後１５年以上の実務経験を有する者。

技師（Ｂ） 一般的な定型業務を複数担当する。また、上司の包括的指示のもとに高度な定型業

務を担当する。一級建築士の資格を取得した後８年以上、二級建築士の資格を取得

した後１３年以上又は大学、高専卒業後１３年以上若しくは、高校卒業後１５年以

上の実務経験を有する者。

技師（Ｃ） 上司の包括的指示のもとに一般的な定型業務を担当する。また、上司の指導のもと

に高度な定型業務を担当する。一級建築士の資格を取得した後３年以上、二級建築

士の資格を取得した後８年以上又は大学、高専卒業後８年以上若しくは、高校卒業

後１０年以上の実務経験を有する者。

技術員 上司の指導のもとに一般的な定型業務の一部を担当する。また、補助員を指導して

基礎的資料を作成する。
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主 要 用 途 08150 博物館　・　(用途の区分　　　）児童福祉施設等08220 　・　(用途の区分　　　）事務所08470
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近隣商業地域,商業地域, 準工業地域, 工業地域, 工業専用地域, 指定なし

７ 防 火 地 域 防火地域, 準防火地域, 法２２条地域, 指定なし

幅員　11m　　　 市道（館町９号線）８ 道 路

用 途 地 域

都 市 計 画 区 域

９ 面 積 規 制 法定許容建ぺい率

　　指定建ぺい率

　　　指定容積率

％

％

％

％

60

200 特定道路からの距離　ｍ,前面道路に対する乗数

法５３条３項の適用[　有（10％,20％） ,　無 ]

　法定許容容積率

１０ 敷 地 面 積

１１ 主 要 面 積

敷　地　全　体（ 実 測 ）

( 申 請 部 分 ） (申請以外の部分） ( 合　　　計 ）

㎡

㎡

㎡

㎡

1,008.96

建築基準法上の面積

建　築　面　積

延　べ　面　積

容積算定時 延べ床

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

1,689.55

％

％

(建ぺい率)

(容積率)

事務所から歴史民俗資料館

放課後児童クラブに用途変更

１

２

３

４

５

６

内部改修

外部改修

屋上防水改修

工 事 内 容

附近見取図配置図・断面図

建築物、敷地に関する事項

新築　増築,　改築,　移転,　大規模の修繕,　大規模の模様替,　用途変更

-3500

+8800

±0

隣地境界線

元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事）

電気設備改修（別途）

空調設備改修（別途）

給排水衛生設備改修（別途）

７ 外構改修（別途）

建物

建物

建
物

Ｎ

3,530.00

1,495.01 194.54

22.57 1,031.53 29.23

47.59



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中設 計
事業年度

工事完成

図面名称・縮尺

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

一級建築士登録　第198542号

美野　健治　　　　　　　　　　　　印

年度

年度 令和 年 月 外部仕上表元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-12

目荒しの上、溶剤ぶきにより油類の除去を行う。

硬質塩化ビニル製雨樋のSOP塗りは、C-2種を適用する。下地調整は、研磨紙ずりによる･

【●】はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材（下地調整材）を示す。

仕上げ下地場所・部位符号

外部仕上げ表 改修前

２

１

３

４

特記事項

参考数量

建具取合い・出隅・入隅等を超音波ケレン工法で行うこと。

１

２

外壁改修については、設計時の全数調査報告書を基に、下地補修の前にひび割れ、

コンクリートの剥落、タイルひび割れ･浮き及び仕上塗材の劣化部分等の不良箇所を

十分に調査して、施工数量調査報告書及び工事施工計画書を作成し、監督員の承諾を

受けた後、改修に着手すること。

外部建具周囲・打継目地等のシーリングは既存シーリング材を除去後打替えとする。

※　シーリングの打替えを行う場合は、既存シーリング材及びバックアップ材を除去し、

下地及び除去したシーリング材について監督員の確認を受けた後に施工すること。

また、除去したシーリング材は重量を測り、全量の写真撮影を行うこと。

３

４

６

(1)

(2)

５

本工事に支障となるものは、一時取外し、支障のないよう復旧すること。

既設配管等により、取外しできない場合は監督員と協議すること。

水洗い工法は、高圧水洗機（９MPa以上）を使用して、粉化物・付着物等の除去、清掃

を行う。

クリーニングは、金属、建具及びガラスに適合する洗剤での水洗い程度とする。

外壁塗材の除去

改修範囲内の塗材除去を行うこと。

除去作業については、平らな面を集塵装置付ディスクグライダーケレン工法で行い、

７

８

屋外既設 防水層（立上り共）は、撤去とする。脱気テープは@3.0m程度とする。

既存塗膜壁面で脆弱と思われる箇所については、付着強度が1.0 Nm㎡以上であることを

各面３ヶ所以上であることを確認すること

外壁のひび割れから常時漏水が認められた場合は、別途漏水防止工事を行う必要がある９

ため、監督員と協議すること。

根回り C

外壁（１） GL+1,150

外壁（２）

外壁（３）

５

６

７

８

９

10

11

外壁（４）

45二丁掛磁器質施釉ﾀｲﾙ張

50角磁器質施釉ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張

角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=0.4

外部支柱 ｳﾚﾀﾝ塗装

庇 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

12

13

14

15

16

ｱﾙﾐ製水切り

屋根（１）

フッ素樹脂焼付塗装

笠木ﾊﾟﾈﾙ　ｱﾙﾐ　t=2.0

屋根（１）（ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ立上①）

屋根（１）（ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ立上②） 成形ｾﾒﾝﾄ板　t=15

（屋上）

屋根（１）（ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木）

屋根（２） （風除室）

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ　t=1.0庇裏

庇上

ｼｰﾄ防水　ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

ｼｰﾄ防水　ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

17

18

19

20

21

22

23

S

S

S

S

S

S

S

S

C

C

C

C

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（撤去）

（撤去）

（既存のまま）

屋根（３） 折板（機械室上部）

（機械室下部） 折板屋根（４）

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ（屋根１）

軒樋（屋根３） 塩ﾋﾞ

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ（屋根２）

横型ﾄﾞﾚｲﾝΦ100

横型ﾄﾞﾚｲﾝΦ100

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ（屋根４） 自在ﾄﾞﾚﾝ

竪樋

竪樋（風除室庇）

塩ﾋﾞ製竪樋Φ100　ｶﾗｰVP

塩ﾋﾞ製竪樋Φ75　ｶﾗｰVP

玄関　床 自然石張M

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水絶縁断熱工法［A1-2］

タイル張り仕上げ

―

水切金物（新設）

サンドイッチパネルの上、塩ビシート防水［S-M2］(POS)

サンドイッチパネルの上、塩ビシート防水［S-M2］(POS)

塩ビシート防水機械固定［S-M2］(POS)

―

―

―

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

脱気筒　8箇所（新設）

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

１

２

点字ブロック（新設）

―

―

―

（新設）

（新設）

（新設）

改修用横型ドレン

改修用横型ドレン

既存笠木の上、塩ビシート防水

（新設）

（新設）

（新設）

―

―

―

―

―

―

―

：軽量鉄骨

C
M
S

：合成樹脂調合ペイントSOP
：合成樹脂エマルション系複層仕上塗材
：水性エポキシ樹脂エマルション系複層仕上塗材

複層塗材E
複層塗材RE

：モルタル塗り
：コンクリート

略号

符号

改修後

仕上げ 備　考

クリーニング

クリーニング

ｼｰﾘﾝｸﾞ （撤去）

成形セメント板 t=60（認定番号：FP060NE-9036）　　　　（一部新設）

ｴﾎﾟｷｼ系ｼｰﾗｰの上DP塗装・ｼｰﾘﾝｸﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新設）

（一部撤去）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

成形ｾﾒﾝﾄ板　t=60（認定番号：FP060NE-9036)【●】

繊維混入ｽﾚｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ　t=15【●】

10

11

㎡㎡㎡

下
地
調
整
材

鉄
鋼
面

C-2

ポ
リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト

9MPa

以上

水
洗
い
工
法

塗
膜
は
く
離
剤
工
法

以上

30MPa

高
圧
水
洗
工
法

サ
ン
ダ
ー
工
法

（１）

樹
脂
注
入
工
法

（１）（２）

Ｕ
カ
ッ
ト
シ
ー
ル
材
充
填
工
法

Ｕ
カ
ッ
ト
シ
ー
ル
材
充
填
工
法

（１）

ひび割れ部

1.00.2

1.0

（　

㎜
超
　
　
）

（　

㎜
～
　

㎜
）

ｍ ｍ ｍ ｍ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

欠損部

（２）（３）（４）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

（撤
去
部
）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

タ
イ
ル
張
替
え
工
法

0.25
（　 

㎡
未
満 

）

0.25
（　 

㎡
以
上 

）

（１）（２）（３）（４）（５）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

タ
イ
ル
張
替
え
工
法

0.25
（　 

㎡
未
満 

）

0.25
（　 

㎡
以
上 

）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

（タ
イ
ル
片 

 

）

0.25

浮
き
部
改
修
工
法

浮
き
部
改
修
工
法

0.25
（　 

㎡
未
満 

）

（　 

㎡
以
上 

）

目地

目
地
改
修
工
法

（伸
縮
調
整
目
地
）

（１）（２）

目
地
改
修
工
法

（目
地
ひ
び
割
れ
）

浮き部

（２）（３）（１）（２）（３）

下地補修
既存塗膜等の除去

（イ）（ロ）（ハ）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
面

モ
ル
タ
ル
面

・
ボ
ー
ド
面

亜
鉛
メ
ッ
キ
面

下地調整

塗装面下地調整

㎡㎡㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡㎡ ㎡



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

一級建築士登録　第198542号
美野　健治　　　　　　　　　　　　印

A-13

設 計
事業年度

工事完成

年度

年度 令和 年 月 元ゆめきゃりあセンター改修改修工事（建築主体工事）

図面名称・縮尺

外部仕上表（２）　間仕切壁・外壁リスト

仕上げ下地場所・部位符号

外部仕上げ表 改修前

28

29

30

31

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ（屋根４） 自在ﾄﾞﾚﾝ

竪樋

竪樋（風除室庇）

塩ﾋﾞ製竪樋Φ100　ｶﾗｰVP

塩ﾋﾞ製竪樋Φ75　ｶﾗｰVP

玄関　床 自然石張M

3.155 2,145.4

特記事項

ｍ ｍ ｍ ｍ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

参考数量

建具取合い・出隅・入隅等を超音波ケレン工法で行うこと。

１

２

外壁改修については、設計時の全数調査報告書を基に、下地補修の前にひび割れ、

コンクリートの剥落、タイルひび割れ･浮き及び仕上塗材の劣化部分等の不良箇所を

十分に調査して、施工数量調査報告書及び工事施工計画書を作成し、監督員の承諾を

受けた後、改修に着手すること。

外部建具周囲・打継目地等のシーリングは既存シーリング材を除去後打替えとする。

※　シーリングの打替えを行う場合は、既存シーリング材及びバックアップ材を除去し、

下地及び除去したシーリング材について監督員の確認を受けた後に施工すること。

また、除去したシーリング材は重量を測り、全量の写真撮影を行うこと。

３

４

６

(1)

(2)

５

本工事に支障となるものは、一時取外し、支障のないよう復旧すること。

既設配管等により、取外しできない場合は監督員と協議すること。

水洗い工法は、高圧水洗機（９MPa以上）を使用して、粉化物・付着物等の除去、清掃

を行う。

クリーニングは、金属、建具及びガラスに適合する洗剤での水洗い程度とする。

外壁塗材の除去

改修範囲内の塗材除去を行うこと。

除去作業については、平らな面を集塵装置付ディスクグライダーケレン工法で行い、

７

８

屋外既設 防水層（立上り共）は、撤去とする。脱気テープは@3.0m程度とする。

既存塗膜壁面で脆弱と思われる箇所については、付着強度が1.0 Nm㎡以上であることを

各面３ヶ所以上であることを確認すること

外壁のひび割れから常時漏水が認められた場合は、別途漏水防止工事を行う必要がある９

10

目荒しの上、溶剤ぶきにより油類の除去を行う。

硬質塩化ビニル製雨樋のSOP塗りは、C-2種を適用する。下地調整は、研磨紙ずりによる

ため、監督員と協議すること。

　特記事項

本リストは間仕切壁の仕上1下地の仕様を示し、仕上材の仕様は,仕上表または、部分詳細図による。

特記なき限りUB,USの片面壁仕上下地は　　W2aとする。

一般間仕切壁は特記なき限り　　W2とする。　また、壁は特記なき限り床スラブより天井スラブ及び、梁下までとする。

耐火間仕切壁は全て床スラブより天井スラブ及び梁下までとする。　また、取合部設備等貫通部は適切な区画処理を行う。

 5.

 6.

RC外壁及び外壁の柱のボード張下地、内部独立柱は特記なき限りN2とする。

　　 は、シーリング（メーカー指定）10×10とする。7.

機械室の鉄筋コンクリート壁、ALCパネルに明記してある -Gは、GWマット張り厚50を示す。間仕切壁内に充填するGWは厚50とする。

1/10

 1.

 2.

 4.

 3.

 間仕切壁・外壁リスト

 1時間耐火 

*

天井面

または梁下

42

*＋42

スラブ

GB-F

（耐火 FP060NP-0233)

FW1FW1符号

断面

注記

・児童クラブ（Ａ・Ｂ面）

ロックウール

WG1WG1

・児童クラブ（Ｄ面）

準耐火構造
告1358号　第1第1号ハ(1)・(2)

天井面

または梁下

*

*＋44

（両面）

2222

スラブ

GB-R
厚12.5＋厚9.5

厚21＋厚21

WG2 WG2

・展示室（１）（２）（３）
・倉庫（５）（６）（７）
・会議室

または梁下

*

スラブ

GB-R

25 25

*＋50

天井面

（両面）
厚12.5＋厚12.5

WG3 WG3

・書庫（Ａ面）

*

（両面）

GB-R

*＋50

2525

天井面

厚12.5＋厚12.5

（１時間耐火）

防火区画壁

押出成形セメント板
t=60

60

WG4

・展示室（３）

*

天井面

25

*＋25

厚12.5＋厚12.5
（両面）

GB-R

または梁下
スラブ

・新設する壁

W1W1 W2W2

・展示室（３）

天井面

*

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
GB-R

または梁下
スラブ

厚12.5

12.5

*＋12.5

厚12.5＋厚12.5
（両面）

GB-R

W3

* 12.5

*＋25

GB-R
厚12.5
（両面）

12.5

天井面

WG4 W3

*

GB-R
厚12.5

12.5

ｹｲｶﾙ板
厚8

天井面

8

*＋20.5

・給湯室

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

下
地
調
整
材

鉄
鋼
面

C-2

ポ
リ
マー

セ
メ
ン
ト
ペー

ス
ト

9MPa
以上

水
洗
い
工
法

塗
膜
は
く
離
剤
工
法

以上
30MPa

高
圧
水
洗
工
法

サ
ン
ダー

工
法

（１）

樹
脂
注
入
工
法

（１）（２）

Ｕ
カ
ッ
ト
シー

ル
材
充
填
工
法

Ｕ
カ
ッ
ト
シー

ル
材
充
填
工
法

（１）

ひび割れ部

1.00.2

1.0

（

　
㎜
超
　
　）

（

　
㎜～

　
㎜）

欠損部

（２）（３）（４）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

（

撤
去
部）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

タ
イ
ル
張
替
え
工
法

0.25

（

　
 ㎡
未
満
 ）

0.25

（

　
 ㎡
以
上
 ）

（１）（２）（３）（４）（５）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

タ
イ
ル
張
替
え
工
法

0.25

（

　
 ㎡
未
満
 ）

0.25

（

　
 ㎡
以
上
 ）

タ
イ
ル
部
分
張
替
え
工
法

（

タ
イ
ル
片
  ）

0.25

浮
き
部
改
修
工
法

浮
き
部
改
修
工
法

0.25

（

　
 ㎡
未
満
 ）

（

　
 ㎡
以
上
 ）

目地

目
地
改
修
工
法

（

伸
縮
調
整
目
地）

（１）（２）

目
地
改
修
工
法

（

目
地
ひ
び
割
れ）

浮き部

（２）（３）（１）（２）（３）

下地補修

タイル張り仕上げ
既存塗膜等の除去

（イ）（ロ）（ハ）

コ
ン
ク
リー

ト
面

モ
ル
タ
ル
面
・
ボー

ド
面

亜
鉛
メ
ッ
キ
面

下地調整

塗装面下地調整

符号

（新設）28

略号
：コンクリート
：モルタル塗り

複層塗材RE
複層塗材E

：水性エポキシ樹脂エマルション系複層仕上塗材
：合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

SOP ：合成樹脂調合ペイント

S
M
C

：軽量鉄骨

下地調整塗材C-2

―

―

―

改修後

仕上げ 備　考

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

既
存
壁
下
地



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

設 計
事業年度

工事完成

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号

図面名称・縮尺

元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-14内部仕上表（１）

流し台
給湯室:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

新設 C LGS LGS
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

(既存のまま)
(新設)

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60LGS GB-R　t=12.5張 (新設)(新設)ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
(新設) (新設)(新設) ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

(既存のまま)
(既存のまま) (一部新設) (一部新設)

１
C ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60 LGS

階

内部仕上表

下 地
室 名

下 地 仕 上 塗 装 下 地 仕 上 塗 装 下 地 仕 上 塗 装 梁 型天井高(ＣＨ)廻り縁

床 巾木・腰 壁 天 井
備 考

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）
GB-R　t=12.5張

凡　　例 (使用材料と記号） 〈特記事項〉
・鋼製床組は、耐荷重5,000Nとする。
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄは、第一種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙとする。

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄは、F4とする。
・せっこうﾎﾞｰﾄﾞは、ﾍﾞﾍﾞﾙ　下地処理共とする。
・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは、ﾒﾗﾐﾝ化粧板とする。

(撤去)
(撤去)

床ﾚﾍﾞﾙ仕 上

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷 (撤去)

(撤去)LGS
(撤去)

GB-D　t=9.5張

(撤去)

(撤去)

DR t=9.5張
LGS

(撤去)

議会事務局

展示室(1)
倉庫(4)

正・副議長室兼議長応接室
(撤去)

新設 C

―

(既存のまま)
(新設)

展示室(2)

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60LGS (新設)
(新設)

(新設)ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50 (既存のまま)
(新設)

GB-R　t=12.5張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）(既存のまま) (既存のまま)

LGS
(既存のまま)

C ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷 (撤去)

±0

LGS ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60 (撤去) LGS
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃） (撤去)

―

―

―

―

―

塩ビ
(撤去)

塩ビ
(新設)

3,000

3,000

―

―

塩ビ
(撤去)

塩ビ
(新設)

3,000

3,000

OHPｽｸﾘｰﾝGB-R　t=12.5張
(撤去)
(撤去)

DR t=9.5張

LGS
(新設)

LGS
(撤去)

―

―

―

―

C ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷 (撤去)

±0

LGS ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60 (撤去) LGS
(撤去)

― ―
塩ビ

(撤去)
3,000

GB-R　t=12.5張
(撤去)
(撤去)

DR t=9.5張
LGS

(撤去)
―

議会図書室兼理事者控室
(撤去)

±0

±0

±0

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

ｺﾝｸﾘｰﾄC 軽量鉄骨下地LGS GB-S ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞGB-R DR ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板GB-D GB-Fせっこうﾎﾞｰﾄﾞ 強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

自動扉
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

(既存のまま)

OHPｽｸﾘｰﾝ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

(既存のまま)

GB-R　t=12.5 2重張

GB-R　t=12.5 2重張

GB-R　t=12.5 2重張

GB-R　t=12.5 2重張

GB-R　t=12.5 2重張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）
化粧ﾌｨﾙﾑ張（不燃）

改
修
前

黒板

6,000

6,000

(既存のまま)

改
修
後

議場兼全員協議会室
(撤去)

新設

多目的ﾎｰﾙ

C
(既存のまま)

C
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え
防塵塗装

LGS

±0

LGS

±0

(新設)
(既存のまま)

防塵塗装 H=60

―

LGS
(既存のまま)

LGS

―

ｹｲｶﾙ板　t=8張

ｹｲｶﾙ板　t=8張 (既存のまま)

LGS

LGS
(既存のまま)

GB-R　t=9.5張
DR t=9.5張

GB-R　t=9.5張
DR t=9.5張

―

―
塩ビ

議長席
手摺

打合せｺｰﾅｰ
応接ｺｰﾅｰ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

新設

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

改
修
前

改
修
前

改
修
後

C
(既存のまま)

C
(撤去)

(撤去)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
(新設)

LGS

±0

LGS

±0
(既存のまま)

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

―

LGS

LGS

―

GB-R　t=12.5張 (一部撤去) LGS

LGS
(既存のまま)

MP･Ⅱ塗

MP･Ⅱ塗

GB-R　t=9.5張
DR t=9.5張

GB-R　t=9.5張
DR t=9.5張

塩ビ

―

―
塩ビ

塩ビ
3,000

3,000

(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

C
(既存のまま)

C

LGS

±0

LGS

±0
(既存のまま)

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60 LGS

LGS

―

GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張

LGS

LGS
MP･Ⅱ塗

(既存のまま)

―

―
塩ビ

塩ビ

(既存のまま)

3,000

3,000

廊下
(既存のまま)

MP･Ⅱ塗

GB-R　t=12.5張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

C
(既存のまま)

C

LGS

±0

LGS

±0
(既存のまま)

LGS

LGS

―

LGS

LGS (既存のまま)
塩ビ

塩ビ

(既存のまま)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

障害者用ﾄｲﾚ
(既存のまま)ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ｹｲｶﾙ板　t=8張

ｹｲｶﾙ板　t=8張
(既存のまま)

ｹｲｶﾙ板　t=6張

ｹｲｶﾙ板　t=6張

(既存のまま)

2,550

2,550

―

―

C LGS― 150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張
GB-S　t=12.5
GB-S　t=12.5
150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張

CB積

LGS

LGS ｹｲｶﾙ板　t=6張

ｹｲｶﾙ板　t=6張

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5
150角せっ器質無釉ﾀｲﾙ張
天然石張(磨き仕上げ)

(一部新設)

(一部撤去)
改
修
前

C
(既存のまま)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

天然石張(磨き仕上げ)

LGS
(既存のまま)

―

(一部撤去)
塩ビ

(一部撤去)

(一部新設)
塩ビ

(一部新設)

2,530

2,550

～

2,530

2,550

～

男子・女子ﾄｲﾚ

(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

LGS

±0

LGS

±0
(既存のまま)

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60 LGS

LGS

―

LGS

LGS (既存のまま)

―

―

MP･Ⅱ塗

―

倉庫(3)
西側階段

(既存のまま)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

(撤去)ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

踏面：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

踏面：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

(新設)

GB-R　t=12.5張

GB-D　t=12.5張

GB-D　t=12.5張

(既存のまま)

階段踊り場上げ裏表しのまま

階段踊り場上げ裏表しのまま

―

―

―

―

150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張
GB-S　t=12.5
GB-S　t=12.5
150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張

CB積

LGS

(既存のまま)
(既存のまま)
(既存のまま)
(既存のまま)(既存のまま)

(既存のまま) MP･Ⅱ塗
(既存のまま)

LGS
(既存のまま)

MP･Ⅱ塗

(撤去)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(撤去)

ｻｲﾝ

(撤去)

(新設)

床見切

(一部新設)

MP･Ⅱ塗

(撤去)

(新設)

(撤去)

誘導標識

150角せっ器質無釉ﾀｲﾙ張

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.0

(既存のまま)

(既存のまま)

(一部撤去)
(一部撤去)
(一部撤去)

(一部新設)
(一部新設)
(一部新設)

新設 C

―
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60LGS (新設)
(新設)

(新設)(既存のまま)
(新設)

GB-R　t=12.5張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）(既存のまま)

LGS

―
塩ビ

(新設)

LGS
(新設)

―展示室(3)
(一部新設) (一部新設)

(一部新設)

±0 3,000

GB-R　t=12.5 2重張

GB-R　t=12.5

(新設)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）
(新設)
(新設)

＜展示壁＞

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50

化粧ﾌｨﾙﾑ張（不燃） (新設)

GB-R　t=12.5張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

C

C
(既存のまま)

改
修
後

改
修
後

(既存のまま)

VE塗

VE塗

VE塗

VE塗

VE塗

VE塗

VE塗

EP-G塗

(一部撤去)
(一部撤去)

(一部新設)
(一部新設)

室名札 (撤去)
(撤去)ｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝ（遮光）
(新設)
(新設)

給湯室

給湯室

自動扉
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

給湯室:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5(流し台下補修)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張　t=2.5

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷　230㎡

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷

C

C

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

(撤去)

(新設)

(新設)

(撤去)
(撤去)

(撤去)
(撤去)

手摺（樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ）

手摺（樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ）

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

手摺（樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ）

(既存のまま)手摺（樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ）

(既存のまま)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ (一部新設)

(一部撤去)

床見切

床見切 (既存のまま)

(倉庫(3)一部撤去)

(倉庫(3)一部撤去)

(倉庫(3)一部新設)

(倉庫(3)一部新設)

ﾐﾆｷｯﾁﾝ
(撤去･移設)

(新設)誘導標識

(新設)誘導標識

(新設)誘導標識
ｻｲﾝ (新設)

ｻｲﾝ (新設)

ｻｲﾝ (新設)

自動ドア上看板 (撤去)

書庫(ｽﾁｰﾙ) (撤去)

(撤去)

(塗替)
(一部新設)

(一部撤去)

(一部新設)

(一部撤去)

(塗替)

(撤去)

(塗替)

(撤去)

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(木目調)t=5.0

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(木目調)張　t=5.0

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(木目調)張　t=5.0

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(木目調)直張　t=5.0

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(木目調)張　t=5.0

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(木目調)直張　t=5.0

(新設)
(新設)

ｶｳﾝﾀｰ
点字ﾌﾞﾛｯｸ
床見切 (既存のまま)

(新設)
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ (新設)
ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

設 計
事業年度

工事完成

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号

図面名称・縮尺

元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-15内部仕上表（２）

１

階

内部仕上表

下 地
室 名

下 地 仕 上 塗 装 下 地 仕 上 塗 装 下 地 仕 上 塗 装 梁 型天井高(ＣＨ)廻り縁

床 巾木・腰 壁 天 井
備 考

凡　　例 (使用材料と記号） 〈特記事項〉
・鋼製床組は、耐荷重5,000Nとする。
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄは、第一種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙとする。

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄは、F4とする。
・せっこうﾎﾞｰﾄﾞは、ﾍﾞﾍﾞﾙ　下地処理共とする。
・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは、ﾒﾗﾐﾝ化粧板とする。

床ﾚﾍﾞﾙ仕 上

ｺﾝｸﾘｰﾄC 軽量鉄骨下地LGS GB-S ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞGB-R DR ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板GB-D GB-Fせっこうﾎﾞｰﾄﾞ 強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・天井裏などへの措置については、天井裏・床裏・壁・収納に用いる建築材料はＦ☆☆☆以上を使用する

(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

C
(既存のまま)

C

LGS

±0

LGS

±0
(既存のまま)

LGS

LGS

―

GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張

LGS

LGS (既存のまま)

―

―

3,000

3,000

(既存のまま)

―

(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

LGS

±0

LGS

±0
(既存のまま)

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60 LGS

LGS

―

LGS

LGS

―

―

踏面：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

踏面：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

GB-D　t=12.5張

GB-D　t=12.5張

―

―
MP･Ⅱ塗

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.0

(既存のまま)

(既存のまま)

C

C
(既存のまま)

東側階段

(既存のまま)

(既存のまま)

GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃） (既存のまま)

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ
(既存のまま)

(既存のまま)

倉庫(1)

倉庫(2)

防塵塗装

防塵塗装 (既存のまま)

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

(既存のまま)

(既存のまま)

蹴上：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃） (既存のまま)

―

―

―

GB-D　t=9.5張（準不燃）

GB-D　t=9.5張（準不燃）

特　記

・クロルピリホス添加の建材は不使用、接着剤は非ホルムアルデヒドのものを使用する。

・カーテン、じゅうたん等は防炎製品を使用する。
・天井、壁仕上材の仕様は難燃材以上を使用する。

・壁、床、天井、建具仕上げに用いる建築材料はすべてＦ☆☆☆☆、または規制対象外の材料を使用する ・天井、壁仕上に使用する塗料は基材同等。

(塗替)

(踏面から2m)

(撤去)
(踏面から2m)

MP･Ⅱ塗



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

設 計
事業年度

工事完成

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号

図面名称・縮尺

元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-16内部仕上表（３）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

改
修
前

改
修
後

±0 ― ――
(撤去)

新設

LGS

階

内部仕上表

下 地 仕 上
室 名

下 地 仕 上床ﾚﾍﾞﾙ 塗 装 下 地 仕 上 塗 装 下 地 仕 上 塗 装 梁 型天井高(ＣＨ)廻り縁

床 巾木・腰 壁 天 井
備 考

塩ビ
3,000

C

±0 ― ――

LGS LGS (既存のまま)

塩ビ
3,000

２

書庫

(撤去)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張

(新設)

(撤去)

(新設)

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

GB-R　t=12.5張

凡　　例 (使用材料と記号） 〈特記事項〉
・鋼製床組は、耐荷重5,000Nとする。
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄは、第一種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙとする。

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄは、F4とする。
・せっこうﾎﾞｰﾄﾞは、ﾍﾞﾍﾞﾙ　下地処理共とする。
・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは、ﾒﾗﾐﾝ化粧板とする。

創志会

LGSLGSﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

(撤去)
MP･Ⅱ塗

(新設)

C

(既存のまま)

（撤去）

（新設）LGS
(既存のまま)

―
(既存のまま) (既存のまま)

室名札
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(撤去)
(撤去)

ｻｲﾝ (新設)

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ (既存のまま)
GB-R　t=12.5張

(新設)ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50

(既存のまま)
(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

C

±0 ― ――

LGS LGS

塩ビ
3,000

C

±0 ― ――

LGS LGS(既存のまま)

塩ビ
3,000

(既存のまま)

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張
GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張LGS

LGS

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.0

MP･Ⅱ塗
(撤去)

MP･Ⅱ塗
(新設)

(既存のまま)
(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

C

C

(既存のまま)

休憩ｺｰﾅｰ

±0 ― ――

LGS LGS

塩ビ
3,000

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60 GB-R　t=12.5張LGSﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

MP･Ⅱ塗
(撤去)

±0 ― ――

LGS LGS

塩ビ
3,000

硬質塩ﾋﾞ巾木 H=60 GB-R　t=12.5張GB-R　t=12.5張LGSﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

MP･Ⅱ塗

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)
(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

塩ビ
(既存のまま)(既存のまま)

改
修
前

改
修
後

男子・女子ﾄｲﾚ

C

±0 ―

LGS― 150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張
GB-S　t=12.5
GB-S　t=12.5
150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張

CB積

LGS

LGS

塩ビ
2,530

2,550

～

手摺（樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ）

C

±0 ―

LGS― 150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張
GB-S　t=12.5
GB-S　t=12.5
150角陶器質施釉ﾀｲﾙ張

CB積

LGS

LGS

2,530

2,550

～

(既存のまま)
(既存のまま)
(既存のまま)
(既存のまま)

(既存のまま)

MP･Ⅱ塗

MP･Ⅱ塗
(既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

ﾎｰﾙ・廊下

GB-R　t=12.5張 (既存のまま)

改
修
前

改
修
後

改
修
前

C

±0 ― ――

新設

LGS LGS
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷 (撤去)

塩ビ
3,000

C

±0 ― ― ――

LGS

3,000

C

±0 ― ― ――

新設

LGSﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷 (撤去)

塩ビ
3,000

C LGSﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷

塩ビ
3,000

志成会・委員会室
(撤去)

(撤去)

(新設)

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

GB-R　t=12.5張 GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張 GB-R　t=12.5張

(既設のまま)

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

LGS

LGS

LGS

(撤去)

新風会・公明党
無所属

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）
塩ビ

(一部新設)

新生会

倉庫(5)(6)

事務所・会議室
倉庫(7)

(既存のまま)

（撤去）

（新設）

LGS
（一部撤去）

(一部新設)

―

LGS

GB-R　t=12.5張 (既存のまま)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃） (新設)

(既存のまま)
(新設)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃） (新設)

(一部撤去)

(一部撤去)
LGS

(一部撤去)

(一部撤去)

(一部新設)

LGS
(一部新設) (一部新設)

(一部新設)

(一部撤去)

(一部撤去)

改
修
後

±0 ― ― ―

＜会議室・倉庫(7)・事務所A・C・D面＞

＜事務所B面のみ＞

改
修
前

C

±0 ― ― ――

新設

LGS

塩ビ

C

±0 ―

LGS

児童ｸﾗﾌﾞ

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50
ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷 (新設)

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

3,000

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

GB-R　t=12.5張 GB-R　t=12.5張

(撤去)
市民連合
委員会室

LGS

LGS

（撤去）
(一部撤去) (撤去)

(撤去)

GB-R　t=12.5張
(既存のまま)

（一部撤去）

(一部新設)

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ(一部撤去)

(一部新設)

(一部撤去)

GB-F　t=21張
GB-F　t=21張

(新設)
(新設)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃） (新設)

(既存のまま) (既存のまま) (既存のまま)

(既存のまま)

(撤去)

（新設）

LGS
(撤去) (撤去)

(撤去)

LGS
（新設）

（新設）
（新設）

―― 3,000
塩ビ

(新設)
―

GB-R　t=12.5張
GB-R　t=9.5張

室名札
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(撤去)
(撤去)

室名札
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(撤去)
(撤去)

室名札 (撤去)

ｻｲﾝ (新設)
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ (既存のまま)

ｻｲﾝ (新設)
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ (既存のまま)

(新設)
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ (既存のまま)

(新設)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃） (新設)

(既存のまま)GB-R t=12.5張
GB-R t=9.5張

(新設)
(新設)

＜C面＞
GB-R t=12.5張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

改
修
後

＜C・D面＞

(新設)ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

＜A・B面＞

GB-R　t=12.5 2重張

(撤去)
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

GB-R　t=12.5張

ｻｲﾝ
誘導標識

誘導標識

(新設)

(新設)

(新設)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　t=50 (既存のまま)

（撤去）

（新設）

(既存のまま)

＜D面＞

＜A・B面＞

(既存のまま)
(一部新設)

(一部撤去)

(撤去)GB-D　t=12.5張

VE塗

VE塗

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張　t=2.0

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張　t=2.5

ﾐﾆｷｯﾁﾝ
流し台

(新設)
(1階給湯室より移設)

ﾐﾆｷｯﾁﾝ (新設)

（新設）
（新設）

(撤去)
(撤去)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5
150角せっ器質無釉ﾀｲﾙ張
天然石張(磨き仕上げ)

(一部撤去)
(一部撤去)
(一部撤去)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ直張　t=2.5

天然石張(磨き仕上げ)
150角せっ器質無釉ﾀｲﾙ張

(一部新設)
(一部新設)
(一部新設)

(既存のまま)手摺（樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ）

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ (一部新設)

GB-R　t=12.5張
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

GB-R　t=12.5張

GB-R　t=12.5張

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張（準不燃）

ｹｲｶﾙ板　t=6張（不燃）

ｹｲｶﾙ板　t=6張（不燃）

DR t=9.5張（不燃）

DR t=9.5張（不燃）

DR t=9.5張（不燃）

GB-R　t=12.5張
DR t=9.5張（不燃）

DR t=9.5張（不燃）

DR t=9.5張（不燃）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ (撤去)
OHPｽｸﾘｰﾝ (撤去)

(一部新設)

(一部新設)
(一部新設)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
OHPｽｸﾘｰﾝ

(撤去)
(撤去)

OHPｽｸﾘｰﾝ (撤去)
ｽﾋﾟｰｶｰ (撤去)
書庫(ｽﾁｰﾙ) (撤去)

(新設)

ｺﾝｸﾘｰﾄC 軽量鉄骨下地LGS GB-S ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞGB-R DR ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板GB-D GB-Fせっこうﾎﾞｰﾄﾞ 強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ
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C

B

A

１階　平面図　S=1/200

自
動
扉

AW
2

議場兼全員協議会室

議長室

手摺（撤去）

和便器（改修）
（男１箇所・女２箇所）

議会事務局

倉庫（1）

屋
外
ｷｭ
ｰﾋ
ﾞｸ
ﾙ

喫煙ｺｰﾅｰ

自
動
扉

自
動
扉

風除室
応接コーナー

廊下

PS

打合せコーナー

身障者用
ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

A-17

設 計
事業年度

工事完成

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印
一級建築士登録　第325897号

図面名称・縮尺　S=1/200

（改修前）１階平面図

5,000

5,000

4,790

20,000

15,320H

G

F

E

D

16

15

14

13

元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事）

±０

±０

±０ ±０ ±０

±０

±０

±０

±０

AW
3a

AW AW
3a

AW
3a

AW

AW

2a
AW
2a

AW
3 3

3

CW
3

±０

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

室名

室名

凡例

延焼の恐れのある部分 3m

P P

正・副議長室兼議長応接室 W
G
2

W
G
2

W
3

W
1 W3ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

倉庫（3）

AWAW

STD
1

AW
1 1 1

防
煙
垂
壁

防
煙
垂
壁 甲

種
防
火
戸

甲
種
防
火
戸

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

CW
1A

1
CW

工事範囲を示す。

工事対象建具（撤去）を示す。

工事対象建具を示す。

1
AD

工事対象外建具を示す。

符号 既存壁下地を示す。

雨漏部分
（改修）

タイルカーペット張
（全面撤去）

防
火
区
画

防
火
区
画

倉庫（2）

Ｎ

AD
2

4
CW

SS
1

CW
4

SS
1

議長席（撤去）

W2
WG
4給湯室

流し台（移設）
±０

消

消

消

消

消

消火器（撤去）

ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ
（撤去）上部室名板（撤去）

上部室名札（撤去）



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中設 計
事業年度

工事完成

図面名称・縮尺　S=1/200

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号 （改修後）１階平面図元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-18
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,0
00

4,
00
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27,0004,5004,500
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66,740
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2101,2903,5002,0004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5002103,290790210

14,7401,5005,5009,0009,0009,0009,0009,000

66,740
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121110987654321

5
0
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3,
4
0
0

5
5
5

2
1
0

4,
2
4
5

2
,3

3
5

2
1
0

4,
0
0
0

7
9
0

2
10

4
,
45

5
2
,
5
45

5
,
00

0

1
8
,3

8
0

1
2
,0

0
0

30
,
3
8
0

C

B

A

5,000

5,000

4,790

20,000

15,320H

G

F

E

D

16

15

14

13

2
,
5
90

4,
20
0

敷地境界線

2
TB

PS
UP

１階　平面図　S=1/200

倉庫（1）

屋
外
ｷｭ
ｰﾋ
ﾞｸ
ﾙ

自
動
扉

和便器（改修）
（男１箇所・女２箇所）

PS

自
動
扉自

動
扉

自
動
扉

多目的ホール

±０ ±０

±０

±０

TB
1

CW
3

AD
1

AW
1

AW
1

AW
1

CW
1A

LSD

LSD
1

2

1
CW

廊
下

幅
員

±０廊下
（150.09㎡）

風除室
（13.16㎡）

身障者用
ﾄｲﾚ

（9.00㎡）

女子ﾄｲﾚ
（15.00㎡）

（300.00㎡）

EV

展示室(1)
（67.20㎡）

展示室(2)
（81.00㎡） （81.00㎡）

展示室(3)

±０

延焼の恐れのある部分 3m

P P

(W3)

(
W
1
)

(
W
3
)

(
W
G
2
)

(
W
G
2
)

W1

（　 ） （　 ）

男子ﾄｲﾚ
（17.40㎡）

1
STD

AW
3

AW AW AW AW AW AW AW
3a 2a 2a 3a 3a 3 3

（10.00㎡）

倉庫（2）

雨漏部分

（改修）

Ｎ

AD
2

4
CW

SS
1

CW
4

SS
1

（4.00㎡）

(
W
G
4
)

(
W
2
)

開口部撤去の上成形ｾﾒﾝﾄ板t=60により閉塞

（20.05㎡）

倉庫（3）

雨漏部分
改修の為

（一部改修）

SPD SPD

SPD SPD

1 1

1 1

±０

防煙垂壁H=500

防煙垂壁H=500

工事対象室を示す。室名

室名

凡例

科学物質の濃度測定室を示す。

工事対象室を示す。

室名

工事対象外室を示す。

工事対象外室を示す。 工事範囲を示す。

工事対象外建具を示す。

工事対象建具を示す。 符号

（ 符号 ） 既存壁下地を示す。

改修後壁下地を示す。 室名札・室名板新設 消防用有窓検討窓を示す。

鍵交換箇所(内:ｼﾘﾝﾀﾞｰ、外:ｼﾘﾝﾀﾞｰ)

※施錠種類については工事前に要確認

1
0
00

以
上

W1

±０倉庫(4)
（9.80㎡）

防
火
設
備

防
火
設
備

給湯室

受付エントランスホール
（167.99㎡）

1
WD

1
WD

W1

W
1

W1

UP

UVﾌｨﾙﾑUVﾌｨﾙﾑ UVﾌｨﾙﾑ

UVﾌｨﾙﾑ

UVﾌｨﾙﾑ

UVﾌｨﾙﾑ

UVﾌｨﾙﾑ

UVﾌｨﾙﾑ UVﾌｨﾙﾑ UVﾌｨﾙﾑ UVﾌｨﾙﾑ

遮光ﾌｨﾙﾑ

UVﾌｨﾙﾑ UVﾌｨﾙﾑ

★
ｱﾙ
ﾐﾊ
ﾟﾈ
ﾙ

防
火
区
画

防
火
区
画



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中設 計
事業年度

工事完成

図面名称・縮尺　S=1/200

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号 （改修前）２階平面図元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-19

消

消

消

66,740

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 5,500 1,500 14,740
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,8
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88
0
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00
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00
0

21
0

4,
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00
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36,000

18,000

4,500 4,500 27,000

18,000

500 3,790 210

5,
00
0

4,
00
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

3,0003,0003,0003,000

390

6,000

66,740

15,32051,420.

30
,
3
8
0

1
2,

8
5
5

1
1
,
49

0
6
,0

3
57
,
80

0
1
,2

0
0

13

14

15

16

17

D

E

F

G

H

30
,
3
80

1
2,

0
0
0

1
8
,3

8
0

5
,
00

0
2
,
5
45

4
,
45

5

2
10

7
9
0

4,
0
0
0

2
1
0

2
,3

3
5

4,
2
4
5

2
1
0

5
5
5

3,
4
0
0

5
0
0

3,
0
0
0

9
,
0
00

A

B

C

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

室名

室名

凡例

工事範囲を示す。

工事対象外建具を示す。

工事対象建具を示す。

DN

DN

EV

PS

廊下

２階　平面図　S=1/200

吹抜

ホ－ル

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ
喫煙ｺｰﾅｰ

理事者控室

女子ﾄｲﾚ

和便器（改修）
（男１箇所・女２箇所）

男子ﾄｲﾚ

市民連合志成会新生会無所属公明党新風会 委員会室

AW AW AW AW
2 2 2 2

AW AW AW AW AW
3a 2a 2a 3a 3

AW

AW
3a

AW
3a

TB

TB

2

AW
6

WD

2
WD

2
WD

3

4

延焼の恐れのある部分 5m

P（　 ）P（　 ）P（　 ） P（　 ）P（　 ）

符号 既存壁下地を示す。

AW
7

AW
1

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

W
1

W
G
2

W
G
2

W
G
3

W
G
3

W
G
2

W
G
3

W
G
2

WG3

創志会

防
煙
垂
壁

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

防
火
区
画

雨漏部分
（改修）

Ｎ

3

消 消火器（撤去）

一部撤去
(上部FIXのみ)



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中設 計
事業年度

工事完成

図面名称・縮尺　S=1/200

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号 （改修後）２階平面図元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-20
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線
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水
平

距
離

9,000 3,000 2,000 9,000

EV

（男１箇所・女２箇所）

DN

DN

２階　平面図　S=1/200

吹抜

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

理事者控室

ホ－ル

和便器（改修）

PS

AW AW AW
2 2

AW AW AW AW AW
3a 2a 2a 3a 3

AW

AW
3a
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TB

TB

休憩コーナー

3
AW
4

3

4
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6
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AWAW
17 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙUVﾌｨﾙﾑUVﾌｨﾙﾑ

書庫

倉庫(5)
（81.0m2)

倉庫(6)
（27.0m2)

会議室

事務所
（89.0m2)

児童ｸﾗﾌﾞ
（81.0m2) （36.93m2)

（30.0m2)

廊下
※ﾎｰﾙ・休憩ｺｰﾅｰ 込

女子ﾄｲﾚ
（15.75㎡）

男子ﾄｲﾚ
（25.45㎡）

延焼の恐れのある部分 5m

防
火

上
主

要
な

間
仕

切
り

（221.22m2)

防
火

上
主

要
な

間
仕

切
り

FW1

F
W
1

W
G
1

P（　 ）P（　 ）P（　 ）P（　 ） P（　 ）
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W
1

W1

倉庫(7)
（16.0m2)

W
1

W
1

(
W
G
2
)

(
W
G
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)

(WG3) (
W
G
2
)

(
W
1
)

防火上主要な間仕切り

CW
2a

CW
2

AW
9

防
煙
垂
壁

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

雨漏部分
（改修）

防
火
区
画

Ｎ

3

上部開放

工事対象室を示す。室名

室名

凡例

科学物質の濃度測定室を示す。

工事対象室を示す。

WD
2

P（　 ）

LSD
4

LSD
3

室名

工事対象外室を示す。

工事対象外室を示す。 工事範囲を示す。

工事対象外建具を示す。

工事対象建具を示す。 符号

（ 符号 ） 既存壁下地を示す。

改修後壁下地を示す。

許容積載荷重表記（80kg/㎡)

室名札・室名板新設 消防用有窓検討窓を示す。

（36.7m2)

暗幕カーテン（新設）

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ
一部
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ新設
(上部FIXのみ)

一部窓閉鎖措置



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中設 計
事業年度

工事完成

図面名称・縮尺　S=1/200

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号 （改修前）Ｒ階・ＰＨＲ階平面図元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-21
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DN

機械置場 ハト小屋

テレビアンテナ

フェンス H=1500

機械置場

通路

R階　平面図　S=1/200

屋根（３）

排水溝 W=300

屋根（４）

SD
3

Ｎ

工事対象室を示す。

工事対象外室を示す。

室名

室名

凡例

工事範囲を示す。

工事対象外建具を示す。

屋根（１）

屋根（２）

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

屋根（４）

樋：清掃

樋：清掃

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

PHR階　平面図　S=1/200



三原市都市部建築課

事務所名･建築士登録番号･氏名 図 番(A3版-71%縮小)工事名種類施設地域小大 中設 計
事業年度

工事完成

図面名称・縮尺　S=1/200

建築
有限会社　ＭａｓＭａｓ

年度

年度 令和 年 月
小松木　靖之　　　　　　　　　　　印

一級建築士登録　第325897号 （改修後）Ｒ階・ＰＨＲ階平面図元ゆめきゃりあセンター改修工事（建築主体工事） A-22
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R階　平面図　S=1/200
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業 務  名  称

［工 事 概 要］
三原市館町二丁目

《業務予算内訳》 設 計 金 額 ￥ （税込み）

元ゆめきゃりあセンター改修工事監理業務委託

〈 内    訳 〉

参考数量書

用 途 、 構 造 、 面 積 歴史民族資料館・放課後児童クラブ・事務所、鉄骨造２階建て、床面積1,689.55㎡

業 務 範 囲 工事監理業務（建築意匠、構造、電気設備、給排水衛生設備、空調換気設備、外構）

別 途 業 務  な　し

履 行 期 限 契約締結日の翌日から 令和7年3月19日 までを工期とする。

一 般 事 項

区 分 金　　　　額 　　　　　　　　　摘　　　　要

業 務 価 格

消 費 税 額

設 計 金 額



符号 名　　　称 材質 形状寸法 数 量 単位 単　価 金　額 摘 要

#REF!

Ａ 監理業務 1 式

　

小　計

Ｂ 消費税等相当額 1 式

合　計

 　



符号 名　　　称 材質 形状寸法 数 量 単位 単　価 金　額 摘 要

Ａ 監理業務

Ⅰ 監理業務

1 直接人件費 1 式

2 諸経費 1 式 　

3 技術料等経費 1 式 　　

4 特別経費 1 式

小　計

　　

　　

　　

　



内訳明細書

細目 摘要 数量 単位 単価 金額 備考

直接人件費 1 式

諸経費 1 式

技術料等経費 1 式

特別経費 1 式

小　計

業務価格 1 式

消費税等相当額 1 式

合　計


